


２０１５年９月に持続可能な開発サ

ミットで採択されたＳＤＧｓは、地

球規模の課題を解決するための目

標で、２０３０年を達成期限として

います。  

あらゆる形態の貧困に終止符を打

つ、不平等と闘う、気候変動に対

処するなどの１７項目からなり、

それぞれ具体的な行動目標や削減

目標を設定しています。世界中の

国々だけでなくその国に住む一人

ひとりにも関係する取り組みです。  

持続可能な開発目標（ Sus ta inab l e Deve lopmen t Goa l s /ＳＤＧｓ）  



国連を映像で学ぶ

国連広報センターはこのたび、学校の授業で使える 

国連ビデオを精選し、テーマ別に分類した特設ペー 

ジをつくりました。ユニセフなどの国際機関やNHK 

が制作した映像にもリンクを貼っています。 

国連に関する教育⽤ビデオのポータルサイトとして 

お使いいただければ幸いです。 

http://www.unic.or.jp/texts_audiovisual/audio_visual/learn_videos/
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持続可能な開発⽬標国連のしくみ ⼦ども兵⼠

子どもの運命： 
子どもの保護と国連平和維持活動 （PKO）

持続可能な開発とは？第70回国連総会：舞台の裏側に迫る

「国連のしくみ」、「持続可能な開発」など、 

さまざまなテーマのもとで、授業で使えるビデオが満載です。 



主催:
国連大学、国連大学サステイナビリティ高等研究所 (UNU-IAS)

共催:
国連広報センター

入場は無料です。 
お申し込みは、国連大学ウェブサイトの登録フォームからどうぞ！

2018年6月8日（金）
16:00–18:00 （開場 15:30〜）

場所：

国連大学 ウ・タント国際会議場
東京都渋谷区神宮前5-53-70

最寄駅：

地下鉄表参道駅・渋谷駅、JR渋谷駅

地球上の7割の面積を覆う海。その環境や、そこに暮らす生物を守
ろうと国連が定めたのが世界海洋デー(6月8日)です。2015年には、 
持続可能な開発目標(SDGs)に目標14「海の豊かさを守ろう」が盛り
込まれ、海の環境と海洋資源の確保は、世界が取り組む共通の課題
となりました。

海と人間との繊細なバランスは今、気候変動や汚染、乱獲、魚の生息
環境の悪化など、様々な脅威によって大きく揺らいでいます。本シン
ポジウムでは、日本全国の漁業、海の生態系に詳しい東京海洋大学
名誉博士のさかなクンをお迎えし、国連大学の研究者たちと共に、 
豊かな海を守るために私たちができることを考えます。

プログラム
• 開会の挨拶と持続可能な開発目標 (SDGs)について
 沖大幹　国連大学上級副学長／国連事務次長補

• 講演 1「一魚一会（いちギョいちえ）」
 さかなクン　東京海洋大学名誉博士／客員准教授

• 講演 2「里海とSDGs」
 イヴォーン・ユー　UNU-IAS研究員

• パネルディスカッション
 モデレーター　根本かおる　国連広報センター所長

 パネリスト　　さかなクン、沖大幹、イヴォーン・ユー

日本から考えるSDG14

海の豊かさを守ろう
特別ゲストにギョ存じ！さかなクンをお迎えします！

世界海洋デー記念シンポジウム

#もっと知りたいSDGs jp.unu.edu



HeForShe参加者宣誓 

「私は何十億人のひとりです…すべての人が自由かつ平等に生まれたことを信

じているひとりです。私は、すべての人が平等の恩恵を享受できるよう、ジェ

ンダーに基づく偏見、差別、暴力に対して行動をとります。」 

 

 

QRコード又は http://www.heforshe.org/で今すぐご参加ください。 

1. 氏名、メールアドレス、国名

を選択。「男性」、「女性」、

「他」の三つの中から、ご自身の

アイデンティティを選んでくださ

い。 

2. 自分の国またはコミュニティー

でのジェンダー平等に関する課題

について重要と考えるテーマに投

票してください（複数可)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HeForSheが集めたデータを集計結果として示すことで、政府・企業・大学・個

人が資源や資金を有効に活用できる手助けとなります。 

ジェンダー平等のために、一致団結しましょう。
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「私たちが分かち合うものは、私たちを分け隔てるものよりも強じんなのです。」 

 

 

 

 

「ジェンダー」とは？ 

ある時代のある社会が、そこに所属する男性・女性にとって「ふさわしい」とする役

割、行動、性質など、生物学的な性差に付加された社会的・文化的な性差のこと。 

 

ジェンダー平等への取組みは、かつては、女性だけによ

る女性のための取組みとして認識されていました。しか

し、最近では、女性や女児が直面する不平等や差別に対

して、女性以外の人々も立ち上がり始めています。この

機運をさらに高めるため、2014年 9月に UN Women

親善大使を務める俳優エマ・ワトソン（英国）が

HeForShe運動の立ち上げを発表しました。 

 

HeForSheは、ジェンダー平等を推進するための連帯運動であり、女性や女児が直面

している不平等や差別をなくすためには、男性を含めすべての人々が関わらなければ

ならないという認識に基づいています。ジェンダー平等が達成されれば、多くの面で

すべての人々の利益になります。ジェンダー平等とは、決められた性別役割やステレ

オタイプから、女性だけでなく男性をも解放することなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

HeForShe IMPACT 10x10x10（インパクト テン・バイ・テン・バイ・テン）は、 

国家首脳 10 名、世界的企業の CEO 10 名および大学の学長 10 名を IMPACT 

Champion として選び、トップからジェンダー平等に向けて変革を促すことを目指す

イニシアチブです。IMPACT Champion

は、国政、企業、大学レベルにおいて、

ジェンダー平等を各組織の優先課題と

し、大胆かつ革新的な 3つの公約を策定

し、組織の内外で真の変革に取り組んで

います。日本の安倍晋三内閣総理大臣、

そして名古屋大学の松尾清一総長も、 

IMPACT Championの１人です（詳しくは japan.unwomen.orgへ） 

 

 
エマ・ワトソン UN Women親善大使（中央左）とプムズィレ・ムランボ＝ヌクカ UN Women

事務局長（中央右）を松尾清一総長（右から 3番目）を含む University IMPACT Champion 

たちが囲んで。

「ジェンダー平等は女性に限った問題ではありません。それは、私自身の

参加を必要とする人権の問題です。私は、女性と女児が直面する、あらゆ

る形態の暴力と差別に取り組みます。」(エマ・ワトソン) 
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